
クラウド型バグ・バージョン管理システム

トラックパスの機能紹介

株式会社オープングルーヴ
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つくる情熱を⽀える会社

クラウド時代のITは、「適材適所でうまく利⽤」、
できるだけ管理やツールにコストをかけず、クリエ

イティブなことに時間を集中させて、⽬的を達成
することにあると考えます。成功している企業に共
通するのは、誰でも参加できるフラットな仕組みを
整えて知恵、能⼒、そして資源を⼀ヶ所に集めたほ
うが、はるかに⼤きなことを成し遂げられるという
ことに気づいています。
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トラックパスとは、どんなサービス︖

【プロジェクト管理者】
ü 管理するプロジェクトを俯瞰して、チームの状況、進捗を把握
ü プロジェクトの開発⼯程を簡単にトラッキング(追跡)
ü 複数の拠点に分散した開発チームや協⼒企業との開発プラットフォームとして利⽤
ü バグデータベースを構築することで、過去のプロジェクトや似たプロジェクトの課題点がデータベー
ス化されナレッジとして活⽤

【開発者/品質担当者】
ü バグ管理・タスク管理をチームで共有、常に最新の状態でチーム状況を把握
ü ソースコードやドキュメントのライブラリを⼀元管理し、バージョン管理が可能
ü バグの対応漏れ、対応忘れ、担当者不在、をゼロにする
ü 仕事の引継ぎ、担当者の変更時に漏れ・忘れをゼロにする

トラックパスは開発チームのためのソフトウェア開発プラットフォームです。当
社はソフトウェアツールベンダーとして、ソフトウェア開発現場に必要な「バグ管
理システム」とソースコードの「バージョン管理システム」がソフトウェアの不具
合対策・信頼性の⾼い製品開発に必須と考えています。
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現場の課題

同じ失敗をくり返さない仕組み 顧客と作る品質管理

協⼒会社とのコラボレーション情報共有
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現場の課題

バグデータベース活⽤

引き継ぎ

プロジェクトの進捗管理
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開発現場の課題を解決する⽅法
これらは、「開発環境」が整っていないことで派⽣する課題です。
多くの企業では、新しいプロジェクトがはじまるとき、ドキュメントの管理、ソースコード
の管理、議事録、⼤量に作成される中間成果物の管理、プログラムのバージョン管理(構成管
理)、課題管理、それらを

「どのようなツールで運⽤すればよいか」
「どのような運⽤ルールを決めておくべきか」

「バックアップと運⽤をだれが責任を持ってやるか」
を決定しておく必要があります。

ソフトウェア開発プロジェクトにおいて、開発を効率よく円滑なチーム運
営を⾏い、成果物の品質を保つための環境を整備しておく必要があります。

導⼊ 運⽤ メンテナンス
ハードウェア等の導⼊費⽤や
構築がゼロ。
クラウド型サービスはサーバ
などのハードは必要ありませ
ん。ブラウザを通じて直ぐに
導⼊できます。

情報を⼀元管理し、プロジェ
クト内情報共有を円滑にしま
す。
引継ぎや拠点間の情報共有が
スムーズに⾏えます。

サーバ管理者・運営担当者は必
要ありません。⼈的コストの削
減と管理作業が不要です。
データ保全とサーバメンテナン
スは専⾨家である当社が実施し
ます。
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トラックパスで開発現場の課題を解決

1. 開発インフラの整備にコストと時間をかけている

2. 急な⼈の⼊れ替わりによる引き継ぎ(退社、異動、増員など)

3. 運⽤ルールが明⽰されていない

4. 教育のための環境やマニュアルが整備されていない

5. 開発が優先されるため、環境の整備や変更に時間がとれない

6. 事故が起こってからでないと重要さがわからない(と思っている) 

クラウド型BTS/バージョン管理システム「トラックパス」により、解決される課
題。

7. オープンソースではサポートがないため、何かあったとき⼼配
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状況別の解決策

会議の議事録やタスク、課題を簡
単に⾒つけることが可能
→ Wikiによる⽂書管理

作業のタスクとソースコードの変
更部分が密に連携
→ 構成管理と連携

プロジェクト開始まで簡単に
遡って、
その時の状況を簡単に再現︕︕

プロジェクトの活動状況を⾃動記
録→ 追跡・更新をログ化

プロジェクト情報の⼀元管理、作
業ログ、履歴の管理︕︕

情報源を⼀元管理しているため、漏
れなく、整理された状態で簡単に共
有できるため、スムーズな引継ぎを
実現
→⼯数の削減

プロジェクト毎の情報や、バグの対
応状況、対応履歴を共有。

カスタマイズ可能なレポートとグ
ラフで⼀⽬瞭然︕︕

「今週は進捗が悪いようだ･･･何か問
題を抱えているのでは･･･」
→進捗が⼀⽬瞭然
→チケットの確認

「○○機能をリリースするためにあ
と10％。間に合いそうだ」
→マイルストーンによる進捗確認

異動による引継ぎが発⽣。
引継ぎ事項が多すぎる。

数ヶ⽉前の仕様検討会議。
決定事項が思い出せない。

メンバーに負荷を掛けず、
進捗確認出来ないか。
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状況別の解決策

課題やバグを1つのチケットとし
て、発⽣→割当→対応→完了まで
のサイクルを管理出来ます。

常に最新状態を保つ仕組みがあり、
時間と共に変更される履歴を⾃動
で保存します。

だれでも利⽤できるシンプル
なUI、専⾨ツールだから出来
ること。

さらにレポート機能により、対応
漏れ・対応忘れがゼロに︕︕

品質管理に必要なすべての機能を
ウェブでご提供

サイクロンにデータを⼀元管理し始
めて、対応漏れや対応忘れがゼロに。

開発の⼤幅な効率化を実現し、顧客
への信頼度もアップ︕︕

プロジェクトの資産を⼀元管理、
版管理とセキュアなファイル共有
を実現。

「ファイル共有の仕組みや海外との
セキュアなファイル共有⽅法を探し
ている」
→ プロジェクトのリソースをみんな
で共有（リポジトリ）
→成果物の版管理

「メンテナンスやバックアップなど
考えることが多いので踏み切れな
い」
→ SaaSサービスで解決

⾃分たちの業務にあったシ
ステムが⾒つからない。

課題やクレームをみん
なで共有して、改善に
繋げたい。

⼤切な資産を安全に管理
したいけど･･･
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トラックパス導⼊メリット
1. プロジェクトチームのスキルアップ

2. 潜在コストの⼤幅削減

3. 障害、事故に対する備え

4. チームの情報共有とモチベーションを⾼める

開発以外の仕事をゼロに。⾃前で運⽤する場合の間接費⽤を全てカット。

• 最新の情報を確認
• 追加・更新の通知
• 対応履歴の管理
• 対応の効率化(だれが,いつ,なにを)
• 対応漏れがなくなる

5. 開発者にとって、最新の情報をいつでも、どこでも、すぐに確認

運⽤・保守・サーバ・セキュリティ・バックアップの管理を代⾏

最新の開発環境(Git/Subversion/Mercurial)をすぐに利⽤

短期的に⾒れば、導⼊して御社の業務に浸透するまで時間が必要になるかも知
れません。しかし、ご利⽤のお客様より社内にバージョン管理システムが浸透
したことで、製品のリリース管理や品質向上に繋がった」「⾃社の専任技術者
が必要なく、安⼼して利⽤できた、⼤幅なコスト削減に寄与している」「チー
ム全体の開発スキルがアップ」 という具体的な成果が上がっています。
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トラックパス機能紹介
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トラックパス機能特徴
トラックパスの機能についてご紹介します。

No 機能 特徴

1 バージョン管理システム ⼤規模プロジェクトから組込み系のプロジェクト管理で実績のある分散バージョン管理「Git」「Mercurial」、
集中管理「Subversion」の主要なオープンソースに対応

2 バグ管理システム プロジェクトで発⽣するバグや課題を登録し、修正状況を追跡することが出来るシステム

3 ソースコードビューアー バージョン管理システムと密に連携したブラウザ型のソースコードビューアー

4 ユーザ管理機能 グループ機能
ロール機能

5 全⽂検索 トラックパスに登録されたデータを全⽂検索することが出来ます。トラックパスでは「スマート検索」と呼ば
れ、インクリメンタルサーチ、⽬的の⽂書に⼀発で移動可能なクイックサーチがある。

6 チャート機能 プロジェクトを⾒える化する各種チャート（グラフ）

7 セキュリティ 全ての通信はSSL暗号化が標準で利⽤可能
[IP接続制限]アクセスできる拠点(IPアドレス)を指定することで外部からのアクセスを防ぐことができる機能

8 ユーザビリティ 利⽤者の声からよく使われる機能、ナビゲーションを改善。また、テーマ機能よりプロジェクト毎にテーマを
⾃由に選択。tracpathの便利なTipsや次に何をするべきか教えるヒント機能(6⽉末リリース)

9 ダッシュボード プロジェクトの全体を⼀⽬で確認できる、ダッシュボード機能。
直近のスケジュール、マイルストーン、チケット、プロジェクトメンバーを確認。

10 マルチ⾔語 トラックパスは⽇本語と英語に標準で対応。ユーザが⾃由に⾔語設定を変更することが可能。
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トラックパス機能紹介
バージョン管理サービス
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バージョン管理システム

バージョン管理システムとは、ソフトウェアを開発するときに作成される、プログラム(ソ
ースコード) やスクリプトなどの各種リソースの複数の版(バージョン)を管理する専⽤システ
ムです。複数の版の差分を記録し、ファイル変更履歴の記録やバックアップ、修正内容や機
能追加を復元したり再修正したり、複数⼈が同時に編集したときの競合問題の解決、ファイ
ルの上書、などチーム開発/複数拠点で連携してソフトウェア開発をスムーズに進めることが
出来ます。
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ソースコードビューアー

変更履歴 差分
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トラックパスにはとても強⼒なコードビューアー機
能があります。ブラウザでアクセス可能なソースコー
ドはプロジェクトにとってとても有効に働きます。

チームメンバーのコミットが即時に反映され、プロ
ジェクトの活動状況に報告されます。プロジェクトに
とって重要な情報を⾒逃さず、開発者の情報共有を強
⼒にサポートします。



ファイル履歴と差分

Copyright 2019 OpenGroove,Inc. All rights reserved 16

リポジトリに格納されたファイルはすべてファイル単位で履歴を持っています。
Git / Mercurial / Subversionによる構成管理されたリポジトリに対して、ファイルの変更内容、
コミット内容、特定の時点にさかのぼったファイルを簡単に表⽰することができます。
トラックパスによって⾃動でハイパーリンクされた更新履歴やチケットをワンクリックする
だけでファイルの内容を確認できます。コードビューアーと合わせて活⽤することでプログ
ラマーにとって重要な機能を提供します。



チェンジログ/チェンジセット
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バージョン管理は特定の機能に対応する複数ファイルの更新をチェンジセットとして記録し
ます。トラックパスは、リビジョン(履歴)として複数ファイルのコミットをセットで管理し
ています。この機能は最近の開発において必須の機能であり、ブラウザによる簡単な閲覧を
可能にしています。



統合開発環境（デベロッパーツール）と連携
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トラックパスのリポジトリは、あたながこれまで使い慣れたアプリケーション開発環境や統
合開発環境をそのまま利⽤する事ができます。Git / Mercurial / Subversion のために開発され
た、TortoiseSVN, TortoiseGit, SmartGit, Eclipse, Xcode, Visual Studio からトラックパスのリ
ポジトリにセキュアにアクセス出来ます。もちろん、Git/Mercurial/Subversion のコマンドラ
インでも利⽤する事ができます。



セキュアな SSH 鍵によるリポジトリ接続

Copyright 2019 OpenGroove,Inc. All rights reserved 19

トラックパスは SSH 接続に対応しています。ここでは、tracpath(トラックパス)に SSH 接
続する⼿順を解説します。 初めての⼈でも⼿順通り進めることでセキュアな「SSH接続」が利
⽤可能です。

HTTPS と SSH の違い
SSLもSSHも公開鍵暗号⽅式を採⽤しているため、セキュリティ上の安全性は同じです。

SSL（Secure Sockets Layer）は、WebブラウザとWebサーバーの間で使⽤するセキュアな通信プロトコルです。SSH
（Secure Shell）は、リモートホストのシェルを利⽤するためのセキュアな通信プロトコルです。



ファイル共有
o ⼤きなファイルも簡単に共有

n チームメンバーでオフィス⽂書を共有できる
n インターネット環境さえあれば、どこからでもファ
イルにアクセスできる

n 「容量が⼤きすぎてメールで送ることができない」
「ファイルをアップする場所がない」「安全に⼤容
量のファイルを共有したいがフリーサービスは利⽤
できない」を解決する

o エクスプローラーやファインダーから使える
n WebDAVを使⽤しているので、Windowsのエクスプ
ローラー、MacOSXのファインダーから直接アクセ
スが可能。社内LANのようにドラッグ＆ドロップす
るだけでファイル管理が可能
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トラックパス機能紹介
プロジェクト管理・バグ管理機能
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ダッシュボード（複数プロジェクト管理）

ダッシュボード機能により、複数プロジェクトを俯瞰して概要を把握することが出来ます。ダッシュボー
ドにはプロジェクトの活動状況がグラフ表⽰されます。また、活動状況の統計によりプロジェクト全体の
数字を⾒ることが出来ます。
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バグ管理システム
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ガントチャート

トラックパスは、ガントチャート表⽰が可能です。シンプルさにこだわり、wiki型式での
直接編集や、ガントチャート上での編集・タスク追加、また、タスクとチケットの連携もシ
ンプルに実現をしております。
wiki上にガントチャートを実現しているので、週次MTGの議事録などに簡単に貼り付けて、
各週での進捗の動きなども確認することが可能です。
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開発の進捗管理・マイルストーン

トラックパスは、機能バージョンアップ、リリース、障害対応等のプロジェクト内の期限
付スケジュールをマイルストーンという単位で管理します。チケットに期限が設定され、⽬
標までの残タスク（消化率）や担当者の活動状況を確認することが出来ます。また、グラ
フィカルな表⽰も可能です。
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レポート機能 – クライアントへの報告書も素早く作成

トラックパスはカスタムクエリやレポートと⾔われる、チケット⼀覧を表⽰する機能が
あります。これは様々な条件で検索し、ユーザの必要な切り⼝でレポートを作成する機能
です。チケットの期限や重要度順、担当者別、機能別など⾊分けしたりグループ化するこ
とができます。また、CSV形式とMS Excel形式で出⼒できるので、提出⽤のレポートを簡
単に作成することも可能です。
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Wikiによる⽂書管理 -オンライン上でドキュメントを共有

Wiki機能で簡単に情報共有を⾏うことできます。
例えば、作業の報告書を記録したり、機能や仕様について議論したり、仕様書を作成した
り、会議の議事録を作成したりすることが可能です。
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タスク・課題管理 -メンバー間でリアルタイムに共有されるタスク

• Wiki – 議事録、メモなどユーザが⾃由に⼊⼒可能なリッチテキスト、 主に設計書や報告書、議事録等
のワープロとして利⽤します。

• マイルストーン – 機能のリリースやバグの改善期限を設定します。 これによりチケットに期限が設定
され、⽬標までの残タスクや完了率を確認することが出来ます。

あなたのプロジェクトやチーム毎に運⽤ルールや記述のためのワークフローを決めておけば、 担当者が変
更になった場合でも、スムーズに引継ぎをすることが出来ます。
また、チケットの追加、更新はメンバーにメール通知されるため、更新を⾒逃すこともありません。

トラックパスでは、タスク・課
題と次の特徴的な機能が密に連
携することで開発を効率的に
サポートする仕組みを持ってい
ます
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追跡・更新機能 – 安⼼してプロジェクト管理するために

Wiki，チケット，チェンジセット(ソースコードの変更)の更新情報の⼀覧をタイムライン機
能で簡単に確認することが出来ます。tracpathのタイムラインやレポート機能は、 タイム
ラインやレポート/クエリーは，RSSフォーマットで取得できるので，お気に⼊りのRSS
リーダーで更新情報をキャッチできます。
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課題管理と追跡

チームのタスクや課題のステータス・履歴を⼀元管理することができるウェブベースの課
題管理と追跡機能を提供しています。チームメンバーは開発に専念し、ソフトウェア開発を
成功させるための残りの処理をすべてトラックパスに任せることができます。

ワークフロー管理 ワークフロー図 レポート（カスタマイズ）

トラックパスの課題(タスク)は簡単にチームメンバーに割り当てることができます。チーム
メンバーの⼤⼩にかかわらず、「だれが担当しているのか」「どうなったのか」を簡単に知る
ことができます。プロジェクトチーム毎、あなたの会社のやり⽅に合わせた柔軟なカスタマイ
ズ機能があります。チケットのラベル付けで、仕事の重要度と分類を簡単にできます。
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ユーザー管理 – ロールとグループ
[ロールとグループ ]
グループは「ユーザの集まり」を定義して、そのグループ
に対して名前付けと権限の設定を⾏ないます。ロールによ
る権限の管理は UNIX や Linux などにおけるグループによ
る権限管理とは異なります。ロールによる権限の管理は
「権限の集まり」を定義して、その集合に対して名前付け
を⾏います。その「ロール」をユーザーに与える、という
形をとっています。

tracpath のユーザ管理はとても柔
軟に設定することが出来ます。
ユーザ管理はグループとロール(機
能の集まり)により、あなたのプロ
ジェクトに合わせて、閲覧権限、
書込権限を設定することが出来ま
す。
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全⽂検索 – スマート検索 -
tracpathに登録されたデータを全⽂検索することが出来ます。tracpathでは「ス
マート検索」と呼ばれ、インクリメンタルサーチ、⽬的の⽂書に⼀発で移動可能な
クイックサーチがある。

スマート検索とは?

スマート検索 ボックスに⼊⼒したキーワ
ードにマッチするプロジェクトにある全て
のリソースがインクリメンタルサーチされ
ます。通常の検索エンジンと同様に複数
キーワードを⼊⼒することで絞り検索が可
能です。

クイックサーチ

プロジェクトのリソースに簡単にアクセス
する⽅法があります。スマート検索 ボッ
クスにチケットやソースコードの名前、パ
スを⼊⼒するだけです。

• [992] ･･･ ソースコードのチェンジセット[992]を開く
• #502 ･･･ チケットNo.502を開く
• {13} ･･･ チケットのレポートを開く
• /trunk ･･･ リポジトリの「/trunk」を開く
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チャート機能
チケット分析グラフ

バーンダウンチャート

バグ成⻑曲線

様々な切り⼝でチケットをグラフ表⽰
チケットの種別、マイルストーン別、機能別、
優先度別、ユーザ別など⽐較する軸を選択し
⾃由に表⽰可能なチケット分析グラフ機能。

マイルストーン単位でリリースまでのタス
ク・課題をグラフ化し、「いつまでに、何
をしなければいけないか」を明確化。残作
業の減り具合(増え具合)を⾒る。

マイルストーン単位でプロジェクトの進⾏
状況を把握する。発⾒されたバグ数と解決
されたバグ数の傾向が分かる。

チャートは Wiki に貼り
付けたり、マクロ機能

が利⽤可能

Copyright 2019 OpenGroove,Inc. All rights reserved 33



カレンダー

⽉間カレンダーによる課題・チケットの⾒える化が可能です。「いつまでに・なにを・だれ
が」を⾒える化することで管理業務をサポートします。フィルタ機能を利⽤すれば担当者別、
マイルストーン別、機能別、重要度別など柔軟な表⽰条件の設定が可能です。
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ユーザのバックアップ

お客様によるデータ保全機能を提供しております。
この機能はお客様⾃⾝によって、プロジェクトデータ、リポジトリをいつでもバックアップ
することが出来ます。また、バックアップしたデータを tracpath にインポートする機能も
提供しています。(システムのバックアップはクラウドサービスを提供する当社が⾏うサービ
スです。)
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ユーザビリティ

グローバルメニュー

Wiki, ファイルアップロード, チケット

テーマ

⽬的の機能にワンクリックでアクセス可能なUIに設計。ユーザの利⽤状況から

よく使われる機能をグローバルメニュー化。

プロジェクト単位でテーマを設定可能。

Wiki のよく使われる機能、Wiki を使った雛形機能、ファイルアップロードを簡単にすばやく実現、チケット詳細
を分かりやすく、操作性を向上。

ヒント機能

「プロジェクト開始直後、次に何をすればよいか︖」、「この機能は︖」、「xxxx をやりたいのだが」、「次に
設定すべきことは何か︖」を分かりやすいヒント機能でユーザに提⽰
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マルチ⾔語
[マルチ⾔語対応]
現在はマルチ⾔語として、⽇本語
と英語に対応しています。個⼈設
定の「⾔語」で設定することでメ
ニュー等の tracpath から提供さ
れる画⾯が選択した⾔語で表⽰さ
れます。
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セキュリティ
トラックパスはあなたの⼤切な情報を守る「SSL(Secure Socket Layer」をすべてのプランで提供しています。
SSLとはセキュリティを⾼める暗号化通信の規約のことです。
広くウェブサイトで利⽤されており、SSLが導⼊されているサービスはサイトにhttpsからはじまる URLでアクセスするこ
とで通信の暗号化とウェブサイトの運営者を確認することが出来ます。

知って安⼼な機能 その1「暗号化」

知って安⼼な機能 その2「IP接続制限」

tracpathの全ての通信はSSL暗号化が利⽤（すべてのプランで標準装備）
üブラウザ経由の通信データはすべて暗号化、バージョン管理システムの通信もHTTPSを利⽤する事で暗号化されます。

IP接続制限機能とは、アクセスできる拠点を指定することで、外部からのアクセスを防ぐことができる機能です。
ü IP接続制限による、外部からのアクセスを防ぐことでセキュリティ要件を向上

知って安⼼な機能 その3「アクセスログ」と「アクティビティ」

サイト管理者向けに、アクセスログ（ログイン履歴）をCSV形式にてダウンロードすることが可能です。また、ユー
ザ毎に最近のアクティビティ(ログイン状況)を記録しています。
アクセスの種類(スマホ、PC)とIPアドレスによって、有効な接続をログアウトにすることが可能です。

知って安⼼な機能 その4「アカウントの⾃動ロック」
不正な操作、異常な操作（パスワードの試⾏）が⾏われた場合、アカウントは⾃動ロックされます。
ロックはサイト管理者によって解除するまで利⽤できません。
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外部・サービス連携機能
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タスクとソースコードのコミットログ連携
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トラックパスはタスクやバグを管理するチケットシステムがあります。このチケットシス
テムはバージョン管理システム（ソースコード）と連携することで、
ü チケットから⾒た、対応状況とソースコードの修正が確認
ü ソースコードの変更履歴から対応したチケット内容を確認
することができます。



Web フックによる他サービス連携
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Web フック・連携機能は、トラックパスのプロジェクトにある Wiki やチケット、ソース
コードのコミット、リポジトリの更新などを⾏った際に、その内容に応じてリクエストを指定
する任意の URL や他サービスに送信する機能です。連携可能な他サービスは、現在のところ
ChatWork、Slack、Typetalk、Jenkins などがあり、順次拡張していく予定です。



CI（継続的インテグレーション）とCD（継続的デリバリー）
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トラックパスは CI（継続的インテグレーション）とCD（継続的デリバリー）をお客様向けカスタマイズ
サービスとして提供可能

ü ソフトウェア開発の⾃動化⽀援
ü テスト⾃動化ソリューション
ü 本番化(デプロイ)⽀援サービス・コンテンツ管理ツールの導⼊
ü 継続的インテグレーションの導⼊⽀援・CIサーバー構築

ソフトウェアの品質改善に⼤きな効果があるテスト⾃動化とコードレビューがある。
お客様の開発環境にコードレビューによる品質改善の仕組みと⽂化を導⼊。

CI によるコードレビューとテス
ト⾃動化

サービスの継続・維持するためのインフラ、サービス停⽌させないためのインフラを
構築。すでに稼働しているサービスや開発中の環境に CI/CDの導⼊と運⽤⽀援。

CI / CD ⾃動化システムの導⼊
と運⽤⽀援サービス

24時間安定したサービスを提供し続けるためのクラウド化と継続的インテグレーショ
ンから⾃動デプロイサービスの構築。必要なリソースを必要なだけコスト削減と運⽤
の効率化を実現

クラウド化とデプロイ⾃動化

デザイナーや制作会社も安全にシンプルに本番化（デプロイ）できる仕組みをサービ
ス化。⾃動化により⼿動作業のケアレスミスをなくし、属⼈性を無くすことで効率的
なサービス運⽤を構築。

本番化のワークフロー管理とデ
プロイサービス構築

国内で設計し、海外で開発する。オフショア開発や海外企業との共同開発にセキュア
なクラウド型 Git / Subversion ソースコード管理プラットフォームを構築・運⽤。

海外・オフショア開発企業と共
同開発プラットフォーム



バックアップと運⽤
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バックアップとデータ保全
お客様のデータ保全のため、トラックパスは⼤きく2つのバックアップを定義し
運⽤しています。
1つ⽬は、お客様⾃⾝でいつでも好きなときにバックアップし、データを待避する
ことが出来るバックアップ機能です。お客様⾃⾝で取得したバックアップデータ
をお客様⾃⾝のローカル環境(LAN内)でデータを待避しておくことが可能です。

2つ⽬は、システムによる⾃動バックアップです。これはトラックパスによるシス
テムバックアップであり、1時間に1回実⾏され過去30⽇のバックアップデータを
保持しています。

プロジェクトデータのバックアッププロジェクトデータのバックアップ

Subversion/Git リポジトリ
のバックアップ

Copyright 2019 OpenGroove,Inc. All rights reserved 44



お客様⾃⾝でいつでもバックアップ
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お客様⾃⾝でいつでも好きなときにバックアップし、データを待避することが出来るバッ
クアップ機能です。お客様⾃⾝で取得したバックアップデータをお客様⾃⾝のローカル環境
(LAN内)でデータを待避しておくことが可能です。

プロジェクト情報(Wiki,ticket,File,Milestone)
のバックアップ

リポジトリのバックアップ



システムによる⾃動バックアップ
トラックパスに保存されたデータはとても安全に管理されています。お客様の

データはセキュアなプライベート環境(Private subnet)にバックアップ(snapshot)さ
れます。バックアップ機構は、1時間に1回のバックアップを⾃動で⾏っており、
バックアップ履歴(Cold Backup)は最⼤で30⽇間保存されています。

サービスエリア

プライベートエリア
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アクセスログ管理
トラックパスはお客様の利⽤しているホスト毎にアクセスログと認証ログを提供しています。通常の
アクセスログは膨⼤な数になるため⼀定のルールを設け、–例えば、同じアクセス元の場合、1時間分を1
つにまとめる–ユーザのアクセスログをダウンロードできます。

アクセスと認証ログの仕様
具体的にロギングされているポイントは
• フォームによる正常ログイン時
• セッションクッキーによるアクセス時
• RSS などに付与された private-token によるアクセス時
• HTTP Authからのアクセス時
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最近のアクティビティ(ログイン履歴)
最近、あなたのアカウントでログインした履歴を管理することができる「アカウントアクティビティ
機能」があります。
最近のログイン履歴とは、トラックパスに関する最近のアクセス状況が表⽰されます。これは、あた
なのアカウントによるトラックパスへのアクセス状況を確認することで不正にアクセスされていないか、
知らない場所からの不正なアクセスがないか、調べることができます。通常のウェブブラウザ、RSS 購
読アプリケーション、Subversion / Git / Mercurial クライアントからトラックパスにアクセスされたとき
はいつでもログイン履歴に記録されます。最近のログイン履歴には、アクセスの種類（ユーザエージェ
ント）、IPアドレス、時刻、認証結果が表⽰されます。

あなたのアカウントを不正に利⽤されている可能性がある場合、他の接続を無効にすることができます。

「別のところからのログインがある場合」
や「ログアウトしていないセッションが
残っている場合」を検知可能。
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アカウントの⾃動ロック
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トラックパスのアカウント管理には「アカウントロック」機能がありますが、ロックは管理者
によって設定される恒久的なロック（アカウントの利⽤不可）であり、ロックアウトとは異な
ることに注意してください。

ロックアウトのポリシー

ü 不正な操作、異常な操作（主にパスワードの試⾏）が⾏われたアカウントは、⼀時的にアクセスを遮断します。
ü 遮断された状態を「ロックアウト」といい、ロックされたアカウントは⼀定時間アクセスすることができません。
ü ロックアウトされる理由として、期間内に間違ったパスワードを指定し複数回⼊⼒された場合にアカウントを無効にする機
能です。

ü 意図せずロックアウトされた場合、管理者アカウントにより解除することができます。
ü 管理者アカウントの解除以外に、⼀定時間が経過した場合にもロックアウトは⾃動的に解除されます。
ü サイト所有者アカウント(特別な管理アカウント)もロックアウトされます。
ü すでにログイン済みのセッションに対して、ロックアウトは影響しません。



既存リポジトリの移⾏サービス
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CSV / Subversion / Git / Mercurial
を

トラックパスに移⾏



ローカルのリポジトリを全てクラウドに移⾏
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CVS / Git / Subversion:リポジトリの履歴を含めて移⾏する⽅法

あなたのローカル環境で運⽤している CVS / Git / Mercurial / Subversion リポジトリをト
ラックパスに移⾏することが可能です。お客様⾃⾝で社内のリポジトリを履歴を含めた全て
移⾏することが可能です。履歴を含めたリポジトリを他のリポジトリに移⾏するためにはい
つくかの⼿順を踏む必要があります。「安全に確実に移⾏したい」「移⾏の⼿間をかけたく
ない」「ユーザー・グループ・権限を⼀緒に移⾏したい」等に対して、お客さまの要求に合
わせて「リポジトリの移⾏サービス」を提供しています。

CVS のリポジトリを別のリポジトリ(SVN, Git, Mercurial)に移⾏



ソフトウェア開発にとって重要なこと
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品質を維持するためのバージョン／構成管理
ソフトウェア開発の現場でバージョン管理システムを使わない場合、品質を維持するための初歩的な仕組みがない、と同
意であると考えられます。
ソフトウェア開発の現場でこのような5つの課題があると考えております。課題に対する解決策として、tracpath のバー
ジョン管理「5つの導⼊メリット」を説明します。

課題 解決策
1 バグ対応や機能追加により開発が進

んでいくと「なぜ、こんな修正を?」
「だれがパラメータを変更した︖そ
の理由は︖」がわからない

üソースコードを集中管理、プロジェクト開始時点から製品の出荷後のサポートまでの版
を管理可能
üタグ・ブランチによるバージョン管理で、メジャーバージョンアップやマイナーバー
ジョンアップを管理/li> 
üソースコードの管理はすべてバージョン管理による⾃動管理

2 複数の開発者が同じファイルに修正
を加え、⼀⽅の修正を上書き。作業
の無駄が発⽣し効率が悪い。

üソースコードの⾒える化をブラウザで実現し、各開発者の状況がすぐにわかる
ü⻑年インターネット上のソフトウェア開発で培われてきたロック・マージなどのバー
ジョン管理システムの機能が利⽤可能
üASPサービスであるtracpathは⾼いセキュリティと可⽤性を維持し、低価格でご提供

3 ハード障害や⼈のケアレスミスで
データ喪失

üASPのメリットであるシステム管理、メンテナンスは専⾨家である弊社が担当
ü作業⽤のレポジトリを紛失しても、オンライン上のレポジトリからすぐに最新を取得で
きる
üシステムメンテナンス、ツールに関する技術サポートは専⾨家である弊社が担当

4 機能追加、修正に⼤きな間違いが
あっても「なかったこと」にできな
い

üCVS,Git,Mercurialからtracpathへの移⾏サポートを⾏っています。
üオンラインで使い⽅が理解できるチュートリアルやTipsを準備中です。
ü特殊な環境や過去の資産の活⽤をお考えの場合、弊社が⼗分なサポートを⾏います。

5 昔の資産がたくさんあって、便利な
機能が多いバージョン管理に移⾏し
たいができない

üCVSやSubversion、VSSといったバージョン管理システムからのデータ移⾏をサポート
üASP/SaaSサービスであるtracpathは低価格で初期費⽤もゼロ。⼿軽に始めることが可能
ü数百件〜のリポジトリから移⾏、分散環境からのデータ移⾏
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反復型開発を実現するためのBTS/ITS

課題 解決
1 バグは管理されているが、最新
の状態が分からない。バグの検
出状況などの分析が出来ない

üWebベースのtracpathは新しく⽤意するものは何もありません。ブラウザさえあれ
ばすぐに利⽤可能
üスプレッドシートで管理していたバグをWebから簡単登録、最新の状態もレポート
で確認可能
üバグを1件毎に履歴管理、詳細な情報「今のバグ数」「対応状況」「期限」「担当
者別」など簡単に把握することが可能

2 過去に似たようなバグがあった
が、どのように対応したのかわ
からない

ü全⽂検索による⾼速な検索が可能 過去のプロジェクト事例、対応事例等のノウハウ
を再活⽤ プロジェクト進捗と共にノウハウ・⽂書化を促進

3 複数のチームや拠点間でバグを
管理する仕組みがない

üWebベースで提供されるtracpathはインターネット環境さえあればどこからでも利
⽤可能
ü拠点間での情報共有、集中管理のためのシステム管理、ユーザ管理もWebから可能
üユーザや役割に応じて権限を厳密に管理、適切な情報だけを共有することが可能

4 開発パートナーや派遣などの担
当者しかわからない情報が多く、
当事者がいなくなると対応でき
ない

üプロジェクト進捗と共にノウハウ・⽂書化を促進
ü過去のプロジェクト事例、対応事例等のノウハウを再活⽤
ü集中管理されたバグ管理データベースをいつでもすぐに利⽤可能

5 海外の会社がほとんどでありラ
イセンスが⾼くサポートが不安

ü⽇本で開発・提供されるtracpathは⽇本向けに特化して開発されたバグ管理システ
ム
üメール・電話・Webサイトのノウハウ集によるサポート

開発の現場で、メールや表計算でBTS/ITS(バグ管理、タスク管理)を管理している場合、よく⾒られる問題点があります。
ソフトウェア開発の現場で5つの課題があると考えております。これらの課題に対する解決策として、tracpath「5つの導
⼊メリット」を説明します。
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トラックパス事例紹介
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トラックパス導⼊効果

株式会社インフォレスタ様
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株式会社スプライン様

株式会社ウマニティ様

株式会社シグマ様
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tracpath – 事例紹介 -
お客様 業種/区分 規模 ⽬的/概要 イメージ

1 東京⼯業⼤学 学校法⼈ 約20⼈
(⼤学院⽣)

先導的ITスペシャリスト⼈材育成推進プログラム』⽂部科学省の⽀援を受け実施
された、⼤学院⽣向けのソフトウェア開発プロセスの講義。ソフトウェア開発プ
ロセスを学ぶためのプラットフォームを構築する。

[授業のねらい]
ソフトウェア開発に係る課題・問題を掘り下げ、解決策を検討することによって、
ソフトウェア開発が抱える根本的な問題は何か、解決のためのアプローチ⽅法
ソフトウェア⼯学の意味、位置づけを理解でき、正しく適⽤できる
ソフトウェア開発に直⾯する様々な問題を解決

2 株式会社シグマ 精密機器 871⼈ 「海外の開発⼦会社と本社とでプロジェクト情報を安全・円滑に管理」
製品開発は、機構設計、回路システム設計・ファームウェア開発・光学設計の各
部⾨がプロジェクト体制で進められる。これまではプロジェクト毎の情報共有や
開発をメール中⼼で⾏っていた。ただ、メールの場合、記録として残るものの、
閲覧するのに⼿間がかかっていた。
また、⽇々の業務でやり取りされるメールの流量増加により、「優先的に対応し
なければいけない未処理の課題があるのか?」、「対処が完了したのか」、をすぐ
に確認するためには⼿間と時間が必要であった。

3 イーエムシー
株式会社

建設・サービス
(エコ・環境)

約120⼈ 改正省エネルギー法の施⾏を控え、エネルギー管理義務のある⼯場、事業場をも
つ事業者では、エネルギー管理担当者の選任などが義務付けられます。
[システムの⽬的]
p事業者担当者の負担、管理コスト削減
p事業場、⼯場のエネルギー管理担当者の負担の削減
p事業場、⼯場単位のエネルギー情報の⼀元管理
環境対策にかかるコスト削減ソリューションをクラウドで実現。

4 株式会社
ウマニティ

インターネット
サービス

8⼈ 「ウマニティ」のコンテンツやシステムの作成・開発において、開発者は3つの
チームに別れており、「基盤・インフラ・運⽤チーム」「デザイン・開発チー
ム」「取材・コンテンツ(動画)チーム」、各チームは離れた拠点で開発を⾏って
いる。そのため、インターネット経由の共有できる開発環境、プロジェクト管理
が必要となった。特にインターネットサービスは「スピード」が求められそれを
実現する開発⽤プラットフォームと開発⼿法が必要であった。

5 株式会社
スプライン

ソフトウェア開
発

5⼈ ソフトウェア開発
システム開発の企画から開発、デザイン、運⽤までをトータルにサービスしてい
る同社はソフトウェア開発のプロジェクト管理、バグ管理、バージョン管理シス
テムとして、『tracpath( tracpath )』を採⽤している。

6 医者・研究者 医療、研究者 約20⼈ 医学・バイオ研究者向けの論⽂評価データベースに基づくコミュニティを構築し、
データベースの閲覧権お
よび論⽂評価結果に基づくレポート等の各種情報を提供
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tracpath – 事例紹介 -

ＣＳＳクレセント株式会社
アイディアファクトリー株式会社
アイホン株式会社
エイデイケイ富⼠システム株式会社
株式会社ウマニティ
ダイキン⼯業株式会社
タカタ株式会社
チェンジャー・テクノロジー・ジャパン
ナガノサイエンス株式会社
ナレッジワークス株式会社
パイオニアVC株式会社
ファーストウッド株式会社
フリュー株式会社
ローム株式会社
渦潮電機株式会社
株式会社ワークスアプリケーションズ
株式会社アドテックエンジニアリング
株式会社クイック
株式会社シグマ
株式会社ニコン

株式会社ノーリツ
株式会社パスコ
株式会社バンダイナムコホールディングス
株式会社ブライセン
株式会社ベネッセコーポレーション
京楽ピクチャーズ．株式会社
京楽産業ホールディングス株式会社
新和コンピュータサービス株式会社
電通国際情報サービス
東海ソフトウェア
⽇産トレーディング
⽇商エレクトロニクス株式会社
⽇置電機（株）
⽇本ボールドウィン株式会社
…

tracpathをご利⽤の企業の⼀例
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ご利⽤までの流れ
有料プランは最⼤1ヶ⽉間の無料お試し（トライアル）が可能です。
フリープランは初期費⽤も⽉額料⾦も無料でご利⽤頂けます。

お客様

当社

有料プラン
お試し

（トライアル）

⾒積書作成
導⼊相談

お問い合わせに
対してご相談

お客様の運⽤状
況に合わせた設
定や導⼊⽀援

フリープラン
同じアカウントをいつでも有料プランにアップグレード可能

有料プラン
正式お申し込み

開発環境の移⾏⽀援
基本操作説明

チーム導⼊⽀援
リポジトリ移⾏サービス

運⽤開始導⼊検討時期

機能説明
カスタマイズ

契約や⽀払⽅法確認
（請求書による銀⾏振込とクレジットカード決済が可能）

要望に合わせた個別対応
ご相談ください。

充実のオンラインサポート
Git / Subversion / Mercurialチュートリアル

FAQ / テックブログ / works
メールと電話によるサポート

エンタープライズプランサポート

新機能のお知らせ
セキュリティ対応・メンテナンス情報の告知

サイトのお知らせ、ブログ
Twitter/Facebookによる即時情報発信

お試しは最⼤1ヶ⽉ 正式お申込み

有料プラン
アップグレード



サポートの紹介
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充実のサポート

24時間受付しているメールでのお問い合わせサポートに加え、以下の
サポート体制を提供しています。

FAQ

トラックパスの機能追加要望、技術的な改善要望、プラグインの開発要望などを
報告することが可能です。お客様から声はサービス向上や今後の機能開発として

対応させていただきます。
要望やカスタマイズ

SNS

電話

トラックパスを導⼊・運⽤・活⽤に関する使い⽅やお悩み、技術的な疑問に対し
てお客様より頂いたお問い合わせに対する回答を「FAQ」として後悔しています。

専⾨スキルを持ったエンジニアが対応します。

通常はメールのお問い合わせサポートサービスを提供しております。有料プラン
をご利⽤のお客様については、お電話でも対応いたします。

営業時間︓平⽇(10:00〜17:00）

トラックパスは Twitter / Facebook の公式アカウントを運⽤しています。SNS
では、新機能のアナウンスやメンテナンス情報、サポート情報を即時配信してい

ます。ぜひフォローしてください。
⼤切な情報はメールとホームページでもお知らせしています。
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セキュリティ
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セキュリティに対する考えと対応
トラックパスのクラウドサービスは、エンタープライズ環境において求められる

⾼いレベルの安全対策
が施されたサービスとして設計されています。

お客様の⼤切なデータを扱うため「プライバシーマーク」を取得しています。

• 信頼性の⾼い Amazon Web Services(AWS) を利⽤
• セキュリティポリシーを1年おきにチェックし、厳格に運⽤しています。
• 許可された従業員のアクセスや操作はすべて監査ログとして12ヶ⽉保存します。
• tracpathのプログラムはすべてソースコードレビューが実施されています。
• 利⽤者のデータは、当社の秘密保持契約によって保護します。サービスに関わる従業

員はすべて秘密保持契約の上で開発を⾏っています。

セキュリティ管理
データ保護対策

不正利⽤への対策

障害対策

• 不正なアクセスはブロック。アクセスログはお客様⾃⾝で閲覧・取得可能
• 全ての通信をSSLによる暗号化
• セキュリティホール等の問題に対する即時対応
• IP制限、特定のIPアドレスとIPアドレス範囲を指定することで、ユーザに対

するアクセス制限機能が利⽤可能
• アカウントのロックアウト機能

• tracpathは東京(tokyo region)にある Availability Zoneを利⽤
• お客様のデータはセキュアなプライベート環境(Private subnet)にバックアッ

プ(snapshot)
• 24時間365⽇サーバーを監視。迅速な障害対応
• 障害やメンテナンス情報を事前にお知らせ
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安⼼のセキュリティ対策（1/3）
共通セキュリティ仕様

tracpathでは有料プラン、無料プランに関係なく⾼いセキュリティ対策済みのサービスを提供しています。

ü tracpathのサービス提供サーバ、管理している全てのサーバに対して、ウィルスソフトウェアによる全体ス
キャンを実施

ü 暗号化されたサーバアクセス、データ伝送⽅式(256ビットSSL証明書)
ü お客様のデータはストレージ暗号化により保護しています。（EBSボリュームの暗号化）
ü オンラインバックアップ(Online Backup)は1⽇に3回実施され、約30⽇間のバックアップ履歴データを保持し
ています。

ü バックアップファイルは存在期間の異なるディスクスペースにコールドバックアップされます。保存スペー
スのAmazon Elastic Block Store（EBS）サービスレベルは99.999%の可⽤性を維持します。

ü HTTPSプロトコル(SSL)によりWebのデータ転送(通信)を暗号化しています。
ü すべてのサーバ・ソフトウェアは最新のセキュリティ・パッチが適⽤されています。

物理的なセキュリティ（Amazon Web Service）

Amazon Web Service の認証と認定

ü SOC 1/SSAE 16/ISAE 3402
ü FISMA Moderate
ü PCI DSS レベル 1
ü ISO 27001
ü 武器規制国際交渉規則へのコンプライアンス
ü FIPS 140-2
ü HIPAA

セキュリティ管理
ü 株式会社オープングルーヴのセキュリティ⾏動規範を定義
ü セキュリティポリシーを1年おきにチェックし、厳格に運⽤しています。
ü ユーザデータ・サーバへのアクセスは標準で制限されています。当社内のLANにアクセスするためにはユー
ザ認証機能により特定ユーザのみ許可されており、セキュリティ教育を受けた従業員だけが社内サーバにア
クセスすることが可能です。

ü 許可された従業員のアクセスや操作はすべて監査ログとして12ヶ⽉保存します。
ü tracpathのプログラムはすべてソースコードレビューが実施されています。
ü 利⽤者のデータは、当社の秘密保持契約によって保護します。サービスに関わる従業員はすべて秘密保持契
約の上で開発を⾏っています。
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安⼼のセキュリティ対策（2/3）
冗⻑化

ü tracpathは東京(tokyo region)にある Availability Zoneを利⽤しています。
ü 暗号化されたサーバアクセス、データ伝送⽅式(256ビットSSL証明書)
ü ユーザのプロジェクトデータはオンラインバックアップにより、サービスを提供しながらバックアップされて
います。バックアップされたファイルは存在期間の異なるディスクスペースにコールドバックアップされる仕
組みになっています。Amazon Elastic Block Store（EBS）サービスレベルは99.999%の可⽤性です。

ü バックアップデータは最⼤で約30⽇間保存されます。
ü tracpathのデータベースサーバ(DB)、DNSサーバ、Proxyサーバ、監視サーバは冗⻑化された状態で運⽤されて
います。

アカウント管理
ü アカウントのロックアウト機能(セキュリティ施策)
ü 利⽤者は柔軟なグループ管理・アカウント管理、ロール管理が可能です。
ü グループ、アカウントをロールによる権限管理が可能です。
ü プロジェクト管理ツールとSubversion等のリポジトリ管理の権限を統合管
理することができます。

ü 管理アカウントはアカウントロック、パスワードの強制変更がブラウザか
ら操作することができます。

外部からの攻撃に対する対策
インターネットサービスは外部からの攻撃される可能性があります。tracpathでは外部からの攻撃に対する対策と
して⼀般的な対策は当然ですが、下記のような対策をサービスレベルで提供しています。

ü DoS等の不正なIPアドレスを接続不可にします。
ü サーバアクセスとデータ転送はすべて暗号化しています。
ü サーバ管理者のアクセスログ、操作ログはすべて保存しています。
ü 公開サーバ以外(HTTPS)のサーバ群は限られたIPのみアクセスすることが可能です。外部からインターネット

経由の直接アクセスすることができません。
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安⼼のセキュリティ対策（3/3）
契約終了後のデータ管理

ü 利⽤者にてアカウントの解除をブラウザ画⾯から実⾏して頂きます。アカウントを解除した時点で、すべてのプ
ロジェクトとリポジトリを完全に削除します。この操作は元に戻すことが出来ません。

ü フリーアカウントを利⽤しているとき、継続して180⽇間ログインがない場合、アカウントは削除される場合が
あります。削除されたデータは、復元できない可能性があります。

ü 削除は物理削除のため、間違って削除したとき復元できない場合があります。

ネットワークセキュリティ
ü HTTPS(256bit SSL GlobalSigh証明書)による暗号化されたデータ転送を提供しています。
ü IP制限、特定のIPアドレスとIPアドレス範囲を指定することで、ユーザに対するアクセス制限機能が利⽤可能で
す。

ü 公開されている全てのサイトはファイアウォール(Firewall)によりアクセス可能なポートが制限しています。

セキュリティに対するお願い
tracpathが提供しているセキュリティ対策以外に利⽤ユーザに守っていただきたいルールがあります。利⽤者のプロ
ジェクトチームや会社で徹底することを期待しています。

ü プロジェクトに必要なくなったユーザアカウントが残っている場合、ロックするか削除してください。
ü チームメンバーに定期的にパスワードを更新するように注意喚起してください。
ü 管理アカウントを利⽤すれば、すべてのアカウントをロックしたり、パスワードを強制的に変更することができま
す。厳密な管理をおすすめします。

ü パスワードの有効期限を決め、運⽤で活⽤してください。
ü 強いパスワードを作成するようにしてください。Microsoftが推奨する強いパスワードのページを参照してください。
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運営会社
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会社概要
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社名 株式会社 オープングルーヴ

設⽴ 2004年 1⽉

代表 代表取締役 昌⼦ 正俊

資本⾦ 1,000万円

事業内容
１．クラウド型バグ管理/バージョン管理サービス「tracpath（トラックパス）」
２．クラウドソリューションサービス

法⼈向け受託サービスサービス

所在地
〒101-0032
東京都千代⽥区岩本町2-11-3第⼋東誠ビル7F
TEL. 03-6803-1647 / FAX. 03-6803-1648

主要
取引先

ミサワホーム株式会社
株式会社SRA
株式会社インディバル
株式会社インテリジェンス
株式会社インフォレスタ
株式会社シグマ
株式会社デジタルガレージ
株式会社リミックスポイント

株式会社ワークスアプリケーションズ
株式会社三技協
国⽴⼤学法⼈ 東京⼯業⼤学
⼩林製薬株式会社
⽇本放送協会(NHK) 

※その他多数、五⼗⾳順・敬称略


